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内容 
スイッチ 2個（PSW(0)~PSW(1)）と LED2個（LED(0)~LED(1)）を用いて、
以下のような論理式を実現する回路を設計する。 

€ 

LED(0) = PSW(0)
LED(1) = PSW(0) ⋅PSW(1)

 

ただし EDX-001上のスイッチ Dが PSW(0)に、スイッチ Cが PSW(1)に対応さ
せる。 
 
設計結果 
設計した回路の VHDL記述を図１に示す。またその動作を検証するためのテス
トベンチの VHDL記述を図２に示す。 
 
動作結果 
設計した回路を論理合成した後、EDX-001に転送して動作させたところ、以下
のような動作を確認した。 
1. スイッチ Dを押すと、LED(0)が消灯 
2. スイッチ Dを押していないと、LED(0)が点灯 
3. スイッチDを押していなく、かつスイッチCを押しているときのみ、LED(1)

が消灯。それ以外の時は、LED(1)は点灯。 
※このあたりは、写真を貼り付けて簡単な解説を加えても OK 
 
考察 
前述の動作結果の 1.と 2.から、LED(0)の論理動作は正しいことが確認された。 
また動作結果の 3.では、スイッチ D を押していない（すなわち PSW(0)=’1’）、
かつスイッチ C を押している（すなわち PSW(1)=’0’）のときのみ、LED(1)が
消灯（LED(1)=’1’となっている）していることから、当初設定した LED(1)の論
理式通りに動作していることが確認された。 
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※次ページ以降に、設計した回路の VHDL記述を貼り付けて「図１」とし、ま
た作成したテストベンチを貼り付けて「図２」とする。 


